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第1図C　累槙謀殺数と50疹飛来日までの

累着平均温度

4　摘　　　　要

高圧水銀灯を用いて，主要な桑害虫の季節的発生消

長を調査した。

1　ヨコパイ料昆虫を除き，大方の昆虫の誘殺数は

年々減少の傾向を示した。

2　予察灯による桑害虫（走光性昆虫）の発生時期

の予測は，ココノミィ科昆虫を除き大方の種が可能であ

ると思われる。

5　誘殺虫は大部分が雄で，雌雄間の走光性や活動

性には著しい差が認められた。

東北地域におけるクワシロカイガラムシの天敵こん虫について

安田　壮平・森谷　克子

（農林蚕試東北支場）

1　ま　え　が　き

クワシPカイガラムシの天敵利用を中心とした防除

新技術の開発に資するため，1971年度は東北地域に生

息する天敵こん虫の発生生態を詞べた。その結果，天

敵こん虫の種乳　生息密度，発生時期等について若干

の新知見を得たのでその概要を報告する。
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2　試　験　方　法

我が国在来の天敵こん虫のうち，クワシロカイガラ

ムシの防除に最も有力な天敵こん虫を探索するため，

今回は東北地域に生息するクワシロカイガラムシの描

食性こん虫と寄生性こん虫について，こん虫の種類・

生息密度・発生時期などの調査を行った。

1　C〃ん叩わナα煩の描食性こん虫に関する調査

福島県の各地域に栽培されている桑・桐・クルミ等

樹木に寄生した害虫を対象に，8月上旬から11月下

旬にかけて桑および桐の場合はほぼ毎日，クルミでは

8～7月の期間に2回だけ，それら害虫を捕食するこ

ん虫の種類と発生消長を調べた。

2　CんェJe王血id¢α頼および瓜紬亘わんん　属類の寄

生および描食性こん虫に関する調査

東北の各地域（県別による）に生息するクワシロカ

イガラムシを対象に，5月中旬から10下旬にかけて

毎月ほぼ1回，桑の枝条に寄生している害虫を採集し

た。それらから害虫は所定の羽化天敵採集器に入れて

天敵こん虫成虫の発生を促し，それを採集して害虫に

寄生する天敵こん虫の種類および地域別における生息

密度，発生消長などを調べた。

5　試　験　結　果

1　東北地域に生息するクワシロカイガラムシの天

敵こん虫について，採取した種類を煩別に示すと第1

表のとおりである。

第1表　東北地域に生息するクワシロカイガラムシの天敵こん虫　（1971年）

税　　 別 種　　　　　　　　　　　　 名 害虫の寄生植物

C 〃わヶpわrα

（鞘麹 昌）

C Aiわ亡。ru♂克也びα槌‘5言わさせとr ま（ヒメアカポシテントウ）

桑 ・桐 ・クル ミ・桃 ・

梅 ・桜等 の樹木

C yム0ご叩血ん∫花i押クn ieu∫月凡かOdr y一山り膵 （キムネタマキスイ）

クタ‘ud叩 ey脚那 加r βノα（桝は掴）（ハレヤヒノテントウ）

r‘J∫im iαルigrα（ひβわβ）（タロテントウ）

5址h W んih れαノ甲的 ieα鳥の九iyα‾（ムクゲチビテントウ）

5化叩 i沸 ノ甲的 ie一躍 C 血P in （タロツヤテントウ）

5わ上AO化∫叩．れH，ひ．（キアシクP ヒメテントウに近似の新種 ）

5eタ仇打払タb 址〃払∫）んγαr ∫膿 わe血わり （コクP ヒメテントウ）

肌 クんが ク加叩加rW 呼r‘わ‘）（アトホシヒメテントウ）

C んαJeid O idβα

カ両脚 叩村仲‥ 抽偏 り最烏 」．（チビトビコノミチ） 桑 ・桐・クルミ等の樹木

Pr〃∫氾Jわ〃αd α叩 id e〃¢ 5 ん色∫． 桑

叶。∫卵 Jわ ん rP．（ツヤコ′くチ料 ・大乱　 小型 の 2 種 ） 〝
（コノミチ上粒 ）

ノ卸Ayf iタ叩 ．（ツヤ コバ チ科 ） 〝

止血厄㌧㌍m h 烏明け G行的ぶ （ミスジオナガツヤコ′くチ） 〝

dhα rO山戸 ∫　 ∬rαルαT 硯わγ¢わ （グロカキカイガラトビコバチ） 〝

かさが i′i九 gα 加 扉 け拍祓 ＝玖 （描 食性 タマバ ェ ・新種 ） 桑

上々♂わdiタメ¢♂i∫ 最両局わん 最夕叩．8 （描食性 タマバ ェ ・新種 ？ ） 桑

上叩i血〆 ‘rα
（鱗極 目 ）

〟iJ 〃亡か ∫α eクあれ れα月山とんγ （ハガ タキ コケガ ） 桑

このうち，COJ‘叩亡‘rα煩の封dhm∫呼．外川・は

キアシクロヒメテソトウによく似た新種であり，加ルー

H／り払α属およびエ紺と。di〆。∫わ　属煩の捕食性クマ

バェは我が国で初めて発見された新種である。

2　東北地域に生息するクワシロカイガラムシの天

敵こん虫について，発生消長，生息密度などを季節的

に調べた結果は第1囲および第2表のとおりである。
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第2表クワシ・ロカイガラムシ天敵こん虫の季節的発生消長
（CkJeiか－dgαコパチ上科，几約㍍／i九gα属）
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第1回　クワシロカイガラムシ天敵こん虫の

季節的発生消長（鞘麺目こん虫）

注．国中は10株当たりの寄生虫数

（1）Cのん叩hrα煩：年間をとおして最も多く発生

した天敵こん虫はキムネタマキスイで，次いでハレヤ

ヒメテントウ，ヒノアカポシテントウ，タロテントウ

の順位であった。その他ムクゲチビテントウおよびタ

ロッヤテントウ，封瀬川”加上り㌧几川．コタロヒメテン

トウ，アトホシヒメテントウなどの発生がみられたが

発生量は極めて少なかった。季節的発生消長はキムネ

タ・マキスイでは8月上旬と9月中旬の2回に成虫発生

の最高峰がみられ，桑樹に寄生中のクワシロカイガラ

ムシへの攻撃は5月下旬から11月下旬ごろまでであ

った。また，ハレヤヒメテントウでは7月中旬および

8月下旬，10月上・中旬の5回に成虫発生の最高峰

がみられ，桑樹に寄生中のクワシPカイガラムシへの

攻撃‘は5月中旬から11月中旬ごろまでみられた。そ

れの発生量は7月ごろから漸増し，10月中旬ごろを

最高値（10株当たり57匹）として次第に終息した。

さらに，ヒメアカポシテントウでは7月中旬と9月下

旬の2回に成虫発生の最高峰がみられ，桑樹に寄生中

のクワシPカイガラムシへの攻撃は8月上旬から11月

下旬ごろまでみられた。それの発生量は7月に比べて

9月に最も多く（10抹当たり25匹），その後次第に

終息した。タロテントウでは7月下旬～8月上旬と9

月下旬の2回に成虫発生の最高峰がみられ，桑樹に寄
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生中のクワシロカイガラムシへの攻撃は5月中旬から

11月下旬ごろまでみられた。それの年間における発

生量は7月下旬～8月上旬に最も多く（10珠当たり

15匹）．9月以降から次第に減少した。

（2）C血ム長山心存中頃および仇≠亘ハム止乙属頼：年間

をとおして最も多く発生した天敵こん虫はトビコパチ

料ではタロカキカイガラトビコパチとチビトビコバチ

の2種煩で，次いで皿約㍍／i九g¢岬，およびみ。叩4－

〃8gαdα斗Pidieoん5ん相と・∴恥明晰仙硯右叫一

々Ayfiタ叩．・ミスジオナガツヤコバチの順位に多

かった。

4　む　　ナ　　び

東北地域におけるクワシロカイガラムシの天敵こん

虫について，こん虫の種煩，季節的発生消長などを調

べた結果，C。わ叩とげ¢　類ではヒメアカポシテントウ

およびキムネタマキスィ，ハレヤヒメテントウなど既

知のもの8種類，そして，新種5hH仙川卜叩．花押．

の生息を認めた。これら天敵こん虫のうち，ヒノアカ

ポシテントウおよびキムネタマキスィ，ハレヤヒメテ

ントウなど主要なものは，1年に2～3世代を繰り返

し，幼虫，成虫ともに捕食能力が大きい。C■厄∠eidクー

山嵐こ　類はチビトビコバチ，ミスジオナガツヤコバチ

など既知のもの3種窺，ツヤコバチ料のこん虫で種名

が明らかでないもの4種類を認めた。また，カ的fi′三一

九Jα属および上相わdi〆。Jiか属煩の描食性タマパェ

をそれぞれ1種類ずっ新種として発見した。上り豆由一

〆‘rα類ではハガタキコケガの生息を認めた。C血才一

Cid。idさα煩および仇≠亘戸山ん属税のうち，クワシP

カイガラムシの雌虫に最も多く寄生していた種類はチ

ビトビコパチと加nfi／i九gα叩．であった。

以上のことから，東北地域では桑園におけるクワシ

ロカイガラムシの生息密度の低下に，天敵こん虫が重

要な役割を果たしているものと考えられる。

蚕種催青中の気流が辟化および蟻蚕に及ぼす影響について

生酒　俊夫・常盤　　甫
（福島県蚕試）

1　ま　え　が　き

近年．福島県内においては空詞機を導入した蚕種共

同催育所が各郡単位で建設され，現在10カ所となっ

ている。そこで業者らは一昨年4カ所を選定し，これ

らの徴気象実態謁査を行った結果，催青竜のダクトか

ら吹き出される気流が若干強過ぎるのではないかと思

われたので本試験を行い，催育中の気流が蚕桂の解化

および鏡蚕にどの様な影響を及ぼすかについて調査し

た結果，2，5の知見を得たので報告する。

2　試　験　方　法

1．気流が蚕種の秤化に及ぼす影響試験

供試蚕品種として日151号×支151号，共栄×新

白の越年種，2品種を各区約1，000枚張り合わせて2

達制とし，試験区として空調室内に扇風枚を置き，エ

コー精機製の熱線故風計により無気流区，10cm／∫‘e

区，50叩／山川区，50叩／Me　区の4試験区を設定し

た。試験中の温度は28℃，湿度は85喀とし催青を続

け，脾化当日より4日間にわたり脾化状態について詞

重を行った。

2　気流が犠蚕に及ぼす影響試験

供試蚕品種として現在県内で主に普及飼育されてい

る春蚕用品種である春月×宝鐘，郡華×芳春，寺領×

鐘月，神春×巣月，太平×長安，郡春×皇・栄の8品

種を用いた。試験区は1の試験と同様にして無気流区，

10の花／♂1叩区，50の／♂‘e区，50叩／∫1トe区の4区を設

けた。域蚕は1区0．5才（約800頭）を秤量しシャーレ

に入れ，温度26℃，湿度85感とした。

5　試　験　結　果

気流が蚕種の脾化に及ぼす影響試験結果は第1表に

示すとおりであった。

無気流区は両品種いずれも炸化がばらつき，発媛歩

合は48時間までで日151号×支151号が8”1動共

栄×新白が75．45帝と他試験区に比較し．発蟻歩合が悪

くなった。また，気流の強弱により要催青日数が異な

り，気流の強い区ほど短い旗向がうかがわれた。


